
　山口県下関市に本社を構え、県西部エリアの暮らしを支える藤井物産株式会社。
「生活サービス満足企業」をビジョンに掲げ、LPガス以外にも医療用ガスの供給や
住宅ガス設備工事など、地域密着型のインフラ事業を展開している。また、環境省
の推進する「うちエコ診断」を通じて、お客さま宅の省エネ支援にも尽力。誠実な対
応で、安心でエコ、快適な地域社会の創造に挑む。

藤井物産株式会社

　検針業務は単にメーターを見るだけではなく、「この時間帯はお客さまが不在で
大事なことをお伝えできない」「このルートで回らないと効率が悪い」といった、担
当者だけが知っている細かなノウハウが存在する。また、担当者が病気になった
り、家族の介護が必要などの場合に、代わりの人間がすぐに同じレベルで業務を行
うことが難しいという課題（リスク）が存
在した。「誰でもすぐに引き継げる業務で
はない」という現実と、メーカーからの技
術提案のタイミングが重なり、「時代の流
れとしても、今やるべきだ」とLPWAの導
入を決断した。

機器導入までの経緯
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入口には『こども110番』の旗も掲げられている



　LPWAの導入にあたっては、単に検針を自動化するだけでなく、同時に「Web明細
化（ペーパーレス化）」にも踏み切った。導入にあたっては、請求システムを担当する
会社と連携し、Web明細の仕組みを構築。「検針が自動化されるタイミングで、明細
もWebに切り替わります」と案内を出し、基本的にはWebへの移行をお願いしつ
つ、顧客側で請求方法を選択できるように案内を行った。
　この移行プロセスでは、従来のはがきよりもWeb明細の方が「情報量が多い」とい
うメリットが活きているとのこと。紙面では限られたスペースしかなく、法改正に
伴う周知事項等を載せきれない悩みがあったが、Webであれば十分な情報をお届け
できるのもWeb明細の1つのメリットとして上げられた。

Web明細化との同時並行

　検針業務での縛りがなくなったことで検針にかかっていた時間を、お客さまへ
の新しい提案や、ガス設備の保安点検、メンテナンス業務といった「より付加価値
の高いサービス」に充てることができるようになった。　
　社員が余裕を持って動けるようになり、顧客を待たせすることなく修理や対応
に向かえるようになったことは、結果として顧客満足度向上に繋がっていると実
感しているとのこと。

導入後の成果：業務効率化が生んだ「新しい時間」

　もし、導入を迷っているのであれば、「まずは遠隔地から、試してやってみるべ
き」と藤井 志勇氏（代表取締役）は語る。
　特に会社から距離のある現場や、移動時間がかかるエリアから導入をすること
で、その費用対効果（移動コストや時間の削減）はすぐに実感できるはず。良いこと
も悪いことも含め、机上で考えるよりも「やってみて初めて分かる」ことが多々あ
るとのこと。
　「最初から100%完璧」を目指すのではなく、まずは導入をしてみて、不具合があ
ればその都度対応していく。その繰り返しが、結果として会社全体のデジタル対応
力を高める近道になると藤井氏は語った。

申請予定事業者へのアドバイス



LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


